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令和２年３月遠野市議会定例会会議録（第１号） 
 

令和２年２月25日（火曜日） 

────────────────── 

議事日程 第１号 

令和２年２月25日（火曜日）午前10時開議 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 市長の施政方針演述 

第４ 教育長の教育行政推進の基本方針 

第５ 議案第１号 遠野市森林環境譲与税基金

条例の制定について 

第６ 議案第２号 遠野市民センター条例の一

部を改正する条例の制定について 

第７ 議案第３号 令和元年度遠野市一般会計

補正予算（第６号） 

第８ 議案第４号 令和元年度遠野市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号） 

第９ 議案第５号 令和元年度遠野市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号） 

第10 議案第６号 令和元年度遠野市介護保険

特別会計補正予算（第２号） 

第11 議案第７号 令和元年度遠野市ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算（第２号） 

第12 議案第８号 令和元年度遠野市水道事業

会計補正予算（第２号） 

第13 議案第９号 令和元年度遠野市下水道事

業会計補正予算（第２号） 

第14 議案第10号 遠野市簡易水道事業を遠野

市水道事業に統合することに伴う関係条

例の整備に関する条例の制定について 

第15 議案第11号 遠野市職員の服務の宣誓に

関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

第16 議案第12号 遠野市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例の制定について 

第17 議案第13号 遠野市営住宅条例及び遠野

市営特定公共賃貸住宅条例の一部を改正

する条例の制定について 

第18 議案第14号 遠野市コミュニティ消防セ

ンター条例の一部を改正する条例の制定

について 

第19 議案第15号 遠野市営牧野条例の一部を

改正する条例の制定について 

第20 議案第16号 遠野市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

第21 議案第17号 遠野市景観資源の保全と再

生可能エネルギーの活用との調和に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

第22 議案第18号 辺地に係る公共的施設の総

合的な整備に関する財政上の計画の策定

及び変更について 

第23 議案第19号 市道路線の廃止について 

第24 議案第20号 令和２年度遠野市一般会計

予算 

第25 議案第21号 令和２年度遠野市国民健康

保険特別会計予算 

第26 議案第22号 令和２年度遠野市後期高齢

者医療特別会計予算 

第27 議案第23号 令和２年度遠野市介護保険

特別会計予算 

第28 議案第24号 令和２年度遠野市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

第29 議案第25号 令和２年度遠野市遠野東工

業団地整備事業特別会計予算 

第30 議案第26号 令和２年度遠野市水道事業

会計予算 

第31 議案第27号 令和２年度遠野市下水道事

業会計予算 

────────────────── 

   本日の会議に付した事件 

１ 諸般の報告 

２ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

３ 日程第２ 会期の決定 

  （議会運営委員長報告、採決） 

４ 日程第３ 市長の施政方針演述 

５ 日程第４ 教育長の教育行政推進の基本方
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針 

６ 日程第５ 議案第１号 遠野市森林環境譲

与税基金条例の制定についてから、 

  日程第31 議案第27号 令和２年度遠野市

下水道事業会計予算まで。 

  （提案理由の説明） 

７ 予算等審査特別委員会の設置 

  （議案の付託） 

８ 休会の議決 

９ 散  会 

────────────────── 

出席議員（18名） 

１ 番  小 松 正 真 君 

２ 番  佐 々 木  恵 美 子 君 

３ 番  菊 池 浩 士 君 

４ 番  佐 々 木  敦  緒 君 

５ 番  佐 々 木  僚  平 君 

６ 番  小 林 立 栄 君 

７ 番  菊 池 美 也 君 

８ 番  萩 野 幸 弘 君 

９ 番  瀧 本 孝 一 君 

10 番  多 田  勉 君 

11 番  菊  池  由 紀 夫 君 

12 番  菊  池  巳 喜 男 君 

13 番  照 井 文 雄 君 

14 番  荒 川 栄 悦 君 

15 番  安 部 重 幸 君 

16 番  新 田 勝 見 君 

17 番  佐 々 木  大 三 郎 君 

18 番  浅 沼 幸 雄 君 

────────────────── 

欠席議員 

  な  し 

────────────────── 

事務局職員出席者 

事 務 局 長  新 田 順 子 君 

次 長  千 葉 芳 治 君 

主 査  及 川 憲 司 君 

────────────────── 

   説明のため出席した者 

市 長  本 田 敏 秋 君 

副 市 長  飛 内 雅 之 君 

総務企画部長  佐 藤 浩 一 君 

総 務 企 画 部 
経営企画担当部長  菊 池  享 君 

健康福祉部長兼健康福祉の里所長 
兼地域包括支援センター所長  鈴 木 英 呂 君 

子育て応援部長兼 
総合食育課長  佐 々 木  一  富 君 

産 業 部 長  中 村 光 一 君 

産業部プロジェクト担当部長 
兼六次産業室長  阿 部 順 郎 君 

環境整備部長  奥 寺 国 博 君 

会計管理者兼会計課長  鈴 木 純 子 君 

消防本部消防長  菊 池 久 人 君 

市民センター所長  小 向 浩 人 君 

市民センター文化振興担当部長  石 田 久 男 君 

教育委員会事務局教育部長  澤 村 一 行 君 

選挙管理委員会委員長  菊 池 光 康 君 

教 育 長  菊 池 広 親 君 

代表監査委員  佐  藤  サ ヨ 子 君 

農業委員会会長  千 葉 勝 義 君 

────────────────── 

   午前10時01分 開会・開議   

○議長（浅沼幸雄君）  これより令和２年３月

遠野市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   諸般の報告   

○議長（浅沼幸雄君）  日程に入るに先立ち、

諸般の報告をいたします。 

 市長から議案の送付がありましたので、お手

元に配付しておきましたから御了承願います。 

 次に、市長から報告第１号の１件の送付があ

りましたので、お手元に配付しておきましたか

ら御了承願います。 

 次に、監査委員から例月現金出納検査の結果

についての報告書２件と、帳票の差しかえ訂正

について１件、令和元年度定期監査（後期）の

結果について１件を受理いたしましたので、そ

の写しをお手元に配付しておきましたから御了

承願います。 

 次に、今定例会に提出されました請願１件に

つきましては、お手元に配付しておきました請

願文書表のとおり、所管の委員会に付託いたし
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ましたので御了承願います。 

 次に、請願扱いしない陳情１件の写しをお手

元に配付しておきましたから御了承願います。 

 次に、ライドシェアの導入に対して慎重な審

議を求める意見書につきましては、令和元年12

月13日付で、内閣総理大臣及び関係大臣に提出

しておきましたから御了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（浅沼幸雄君）  これより本日の議事日

程に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において、２番佐々木恵美子君、３

番菊池浩士君を指名いたします。 

────────────────── 

   日程第２ 会期の決定   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第２、会期

の決定についてを議題といたします。 

 本件に関し、議会運営委員長の報告を求めま

す。議会運営委員長菊池由紀夫君。 

   〔議会運営委員長菊池由紀夫君登壇〕 

○議会運営委員長（菊池由紀夫君）  命により

まして、議会運営委員会の御報告をいたします。 

 ２月21日、午後３時から議会運営委員会を開

催し、令和２年３月遠野市議会定例会の会期を、

本日２月25日から３月13日までの18日間といた

しました。 

 会期内の予定表については、既に議員各位に

配付しておきましたが、若干の説明を加えさせ

ていただきます。 

 本日は、会期の決定、市長の施政方針演述及

び教育長の教育行政推進の基本方針の演述が行

われます。その後、議案第１号から議案第27号

までの27議案について提案理由の説明が行われ

ます。 

 説明の後、予算等審査特別委員会を設置し、

同委員会への付託となります。 

 本日、本会議終了後、予算等審査特別委員会

を開催し、正副委員長を互選します。 

 ２月26日は常任委員会調査、27日は論点整理

等のため議員全員協議会、２月28日は議案調査、

２月29日及び３月１日は週休日のため、それぞ

れ休会となります。 

 ３月２日及び３日の２日間は、午前10時から

一般質問を行います。一般質問の通告は９名で

す。 

 ３月３日は、一般質問の後、常任委員会を開

催し、請願等を審査いたします。 

 ３月４日及び５日の予算等審査特別委員会は、

それぞれ午前10時から開催し、議案第１号から

議案第９号までの条例及び補正予算の審査に当

てます。 

 ３月６日は、午前10時から本会議を開催し、

条例及び補正予算９議案について、予算等審査

特別委員会委員長よりの報告があり、質疑、討

論、その後、採決を行います。 

 本会議終了後、午前11時から、予算等審査特

別委員会を再開し、議案第10号から議案第27号

までの条例及び当初予算等18件について審査を

行います。 

 ３月７日及び８日の２日間は、週休日のため

休会となります。 

 ３月９日から12日までの４日間は、それぞれ

午前10時から予算等審査特別委員会を再開し、

引き続き、条例及び当初予算等の審査を行いま

す。 

 また、３月10日は、発議案の締め切り日とな

っておりますので、念のため申し添えます。 

 最終日の３月13日は、午後２時から議員全員

協議会を、午後３時からは本会議を開催いたし

ます。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、議会運

営委員会の報告とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。た

だいまの議会運営委員長報告のとおり、今期定

例会の会期は、本日から３月13日までの18日間

といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。



－ 4 － 

よって、今期定例会の会期は、本日から３月13

日までの18日間と決定いたしました。 

────────────────── 

   日程第３ 市長の施政方針演述   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第３、市長

の施政方針演述であります。本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  本日ここに、令和２年

３月遠野市議会定例会が開会されるに当たり、

令和２年度の市政運営について、私の所信の一

端を申し述べ、議員各位並びに市民の皆様の御

理解と御協力をお願い申し上げます。 

 令和という新たな時代を迎え、日本社会全体

が新たなスタートを切り、ＡＩやデジタル化な

どの急速な進展によって、インターネットと物

が結びつき、車の自動運転の実用化も手に届く

ところまで来るなど、次の時代を切りひらくさ

まざまな動きが、目をみはるほどの勢いで進展

しております。 

 新たな時代を乗り切るためには、荒波にもま

れながら、歩みをとめず、前に前に進み続ける

ことはもちろんでありますが、数値ではあらわ

すことのできない人と人とのつながりや、思い

やりや気遣いなど、アナログの感性をあわせも

ちながら、各施策に反映させてまいります。 

 さて、昨年を振り返れば、９月にはラグビー

ワールドカップ日本大会が開催され、日本中が

熱気と感動に包まれる中、本市も、釜石の鵜住

居復興スタジアムに向かう応援団のシャトルバ

スの発着地として、その機能を担いました。 

 一方、10月に発生した台風19号災害では、東

日本大震災の復興に取り組む沿岸被災地に自然

が再び牙をむき、今なお懸命な復旧が進められ

ております。改めて、想定外とも言われる災害

への備えについて、緊張感を持った対応が必要

であることを痛感しているところであります。 

 また、７月には、東京2020パラリンピック競

技大会の５人制サッカーブラジル代表チームの

選手団16名を迎え入れ、多くの市民との貴重な

交流の機会を得ました。 

 共生社会ホストタウンの登録を受け、さらに

８月には、全国12自治体の一つとして、先導的

共生社会ホストタウンの認定を受けており、

「子ども達から広めよう。違いを知る、違いを

尊重する、違いと絆がる」を基本理念に、その

役割を追い続けてまいりました。 

 ブラジル選手団の受け入れを通じて、共生社

会と、心とまちのバリアフリー化を考える中、

一方においては、外国人親光客、外国人技能実

習生の増加など、本市における国際化の潮流を

広い視野で見通しながら、多文化共生社会の実

現を目指していく必要があります。 

 この夏、パラリンピック競技大会の開催を前

に、ブラジル選手団が遠野に戻ってくることが

決定しております。その後押しとなったのは、

紛れもなく遠野の子ども達の素直な心でありま

した。その子ども達とともに心のバリアフリー

の取り組みを進めながら、共生社会とは何か、

文化とは何かを見つめ、共生社会、その先にあ

る多文化共生社会の実現を目指してまいります。 

 ことしは、第２次遠野市総合計画の５年目を

迎え、前期基本計画の仕上げの年となります。 

 令和元年12月末現在、住民基本台帳による本

市の人口は、約２万6,500人。本市が独自に推

計している遠野市人口ビジョンでは、第２次ベ

ビーブームの世代が65歳を迎える2040年に、約

２万人まで減少すると予測しております。 

 平成27年、第２次進化まちづくり検証委員会

から地域コミュニティーのあり方について提言

を受けて以来、住民主体による地域運営に向け

て、地区まちづくり計画の策定、地区まちづく

り一括交付型補助金による地域づくり支援、さ

らには、ふるさとづくり市民会議による協議な

ど、これまで５年の歳月をかけて試行と検討を

重ねてまいりました。 

 昨年からは、新たに担当理事を置き、各地域

に出向いて勉強会を開催したほか、市長と語ろ

う会では、「小さな拠点による地域づくり」を

テーマに、約400人の市民の皆様と向き合い、

実に多くの意見、提言をいただきました。 

 参加者の皆さんからは、指定管理者制度など、

新たな仕組みの導入に対して、戸惑いの声があ
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りながらも、時代の流れに応じた改革の必要性

については、総じて理解を示していただいたと

捉えており、最終的な方向性と具体的な手順を

確認しているところであります。 

 人口減少が進む中、これまでの行政主体の地

域づくりだけでは立ち行かない時代に入ってき

ております。「地域の特性を活かす」「市民が

主体性を持つ」「自分たちのまちをより良くし

ようと行動する」。遠野スタイルに掲げる理念

は、地域づくりの第２ステージが目指す、まさ

にそのものであります。地域づくりに課題意識

を持ち、地域で活躍する一人でも多くの市民が

いる今だからこそ、新しい地域づくりの仕組み

として、小さな拠点による市民協働をスタート

させなければなりません。 

 地域がともに支え合い、安心安全、防災を

キーワードに、小さな拠点による地域づくりの

構築に向けて、市民の皆様とともに、さらには、

関係機関や団体としっかりと手を携えながら、

新たな市民協働の形をつくってまいります。 

 令和２年度の予算は、「支え合い、新たな時

代を拓く予算」と位置づけ、総額172億5,000万

円で編成いたしました。第２次遠野市総合計画

前期基本計画が最終年度となるため、前期基本

計画に登載した事業の総点検と再構築を図るこ

ととし、昨年度に引き続き、「人づくり・地域

づくり」「子育て支援」「健康づくり」の３つ

の重要施策を確実に実行するとともに、共生社

会を築く予算としております。 

 １つ目は、人づくり・地域づくりの推進であ

ります。先導的共生社会ホストタウンの認定自

治体として、心のバリアフリーを推進し、聴覚

障がい者の社会参加や自立促進に必要な手話奉

仕員の養成など、市民が支え合い、住みやすい

新たな共生社会の実現を目指してまいります。 

 また、市内全11地区へのまちづくり一括交付

型補助金を継続し、小さな拠点による地域づく

りに取り組んでまいります。そのため、13事業、

約３億2,000万円を確保いたしました。 

 ２つ目は、子育て支援の強化です。第２次遠

野わらすっこプランの初年度に当たることから、

プランを着実に実行するため、既存事業を再構

築し、子育て支援に柔軟に取り組んでまいりま

す。特に、養育支援が必要な家庭に子育て家庭

ヘルパーを派遣する事業を新設し、子育ての不

安を軽減してまいります。 

 また、手狭になった青笹児童館の拡張を行い、

わらすっこがのびのびと活動できる環境を整え

てまいります。そのため、29事業、約20億4,00

0万円を確保いたしました。 

 ３つ目は、健康づくりの推進です。誰もが、

いつまでも地域の担い手として活躍できるよう

に、健康寿命のさらなる延伸に向けて、より多

くの市民の参加によるウオーキングの充実に継

続して取り組むとともに、心の健康づくりを支

援するゲートキーパーや傾聴ボランティアの養

成、育成を図ってまいります。そのため、11事

業、約２億8,000万円を確保いたしました。 

 次に、第２次遠野市総合計画の５つの大綱別

に従いまして、主要な施策について申し上げま

す。 

 大綱１は、自然を愛し共生するまちづくりで

あります。 

 本市には、永遠の日本のふるさと遠野を象徴

し、後世に引き継ぐべき、かけがえのない財産

である景観資源があります。地球温暖化対策、

さらには、エネルギー確保を目的に、再生可能

エネルギーの買い取りを法律で定める固定価格

買い取り制度は、平成24年に開始され、特に太

陽光発電事業については、制度の理念に反して、

投資優先の乱開発を助長する結果にもつながり、

景観破壊や土砂の流出によって全国各地で災害

や住民トラブルに発展するなど、大きな社会問

題となっております。 

 本市においては、小友町外山地区内の大規模

な太陽光発電事業における工事によって、下流

域の河川が汚染され、農業基盤、さらには道路

環境にも影響を与えるなど、看過できない事態

に及び、さらには、松崎町光興寺地区に持ち込

まれた計画では、景観破壊や災害の発生が懸念

され、周辺住民から、建設への反対運動が起き

るなどの事態となっております。 
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 本市の美しい自然景観や農村景観など、かけ

がえのない財産を後世に引き継いでいくため、

大規模太陽光発電事業については、抑制区域や

設備面積の上限を盛り込み、全国的に見ても厳

しい制限を持った条例への改正によって、本市

の景観を守り、災害の未然防止を図る対策を強

化してまいります。 

 ごみ処理については、事業系の燃えないごみ

の有料化の検討を行うとともに、不燃ごみの広

域処理についてもあわせて検討を進め、空き家

対策については、空家等対策計画に基づき、倒

壊のおそれのある危険空き家に対する解体補助

金を新設し、解体の促進に取り組んでまいりま

す。 

 安心安全な道路交通基盤の充実については、

国土強靱化法に基づく、遠野市国土強靱化地域

計画を、ことし３月までに策定し、第５期生活

に身近な道づくり事業計画や舗装長寿命化計画

によって、計画的な道路整備を推進するととも

に、快適な居住環境の形成については、国の新

水道ビジョンを踏まえた、遠野市水道ビジョン

の改定によって、将来にわたり安定した住民

サービスが提供できる体制を整えてまいります。 

 総合交通対策については、廃止バス路線の代

替運行と市営バスの運行を維持するとともに、

人口減少や高齢化社会に対応した地域交通の導

入によって、地域支え合い事業も検討を進めな

がら、持続可能な運行体系の再構築に取り組ん

でまいります。 

 防災対策については、各種災害の備えとなる

対策を十分に検討し、自助、共助、公助による、

安心安全な地域社会の構築を進めるとともに、

県内の消防本部と連携を強化し、消防技術の向

上を図ってまいります。 

 防犯対策については、特に、大きな社会問題

になっている特殊詐欺被害の防止活動を推進す

るとともに、交通安全対策については、子ども

や高齢者を中心に、交通安全教室の開催や街頭

指導などの安全対策に重点的に取り組んでまい

ります。 

 大綱２は、健やかに人が輝くまちづくりであ

ります。 

 健康づくりの推進については、第３次健康増

進計画の最終年度となることから、特に、生活

習慣病の発症予防や、脳卒中などの重症化予防

対策、さらには心身の機能低下を防ぐ介護予防

を中心に取り組みを進めるとともに、昨年から、

全国５カ所の自治体による広域連携事業として

取り組みを進めているヘルスケアプロジェクト

を確実なものとするため、ＩＣＴ健康塾参加者

の確保による、健康づくりの推進と医療費の削

減を目指してまいります。 

 医療体制の充実については、県立遠野病院及

び県内の医療機関と連携を図りながら、医師の

みならず看護師等の確保に向けて活動を推進す

るとともに、中央診療所は県立遠野病院及び市

内の医療機関を補完し、医療を必要とする地域

住民のニーズに対応した運営の継続によって、

地域医療の推進に努めます。 

 地域福祉の充実については、その中核的な役

割を担う遠野市社会福祉協議会は、地域コミュ

ニティーの体制整備や地域福祉事業の推進役を

担うことから、市内３地区にモデル的に配置し

ている、丸ごと相談員事業を検証しながら、経

営の安定化に向けた支援策の充実に努めてまい

ります。 

 高齢者の生きがいづくりの推進については、

遠野市シルバー人材センターの就業機会の創出

と仲間づくりを支援するとともに、住民主体の

集いの場を通じて、高齢者の介護予防活動の育

成や支援を進め、特に、令和２年度は次期ハー

トフルプランの策定年度に当たることから、地

域の実情を十分に分析しながら、新しい生活支

援サービスの検討を行ってまいります。 

 障がい者福祉の充実については、障がい者が

地域で安心して暮らすことができるように、自

立や就労による地域への移行に向けた支援を進

め、特に、障がい者の重度化や高齢化に応じな

がら、地域で継続して生活を送ることができる

ための地域生活支援拠点施設の整備に向け、関

係団体と取り組みを進めてまいります。 

 少子化対策・子育て支援については、第２次
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遠野わらすっこプランの新たなスタートの年と

なることから、目指すべき姿に掲げる、「子ど

もが健やかに育つ」「安心して子どもを産み育

てられる」「家庭や子育てをみんなで支える」

の３つの環境づくりを柱に、出産から子育てま

で切れ目のない施策に取り組んでまいります。 

 児童・母子等の福祉の充実については、昨年

４月に設置した子ども家庭総合支援拠点におい

て、関係機関と課題を共有しながら、子どもや

子育て家庭の福祉に関する支援体制を強化し、

特に、新たな取り組みとして、養育支援が必要

な家庭に対して子育て家庭ヘルパーを派遣し、

出産後間もない母親の育児不安解消のための相

談や、家事と育児の両立が困難な家庭に対する

支援を行ってまいります。 

 さらには、昨年10月から新たにスタートした

幼児教育・保育の無償化に伴う副食費について

は、継続して市が全額助成するとともに、学校

給食については、食材費の公費負担によって児

童生徒の給食費を据え置き、子ども達の食育環

境の充実を図りながら、保護者の経済的負担軽

減を図ってまいります。 

 大綱３は、活力を創意で築くまちづくりであ

ります。 

 農業振興については、ＡＩをはじめとした新

技術の導入など、変化する農業・農村情勢に応

じた農林水産業の確立を図るため、国の農業政

策の動きに的確に対応しながら、第２次遠野市

農林水産振興ビジョン、通称タフ・ビジョンⅡ

の着実な取り組みを進めるとともに、現在の計

画が令和２年度で終了することから、計画の検

証を十分に行い、次期計画の足がかりとなる施

策に取り組んでまいります。 

 農産物の生産振興については、品目ごとの継

続支援による園芸産地としての維持拡大を目指

し、特に、ハウス施設を活用したピーマン栽培

の強化によって、市場販売における優位性を確

保するとともに、施設園芸や畑わさびなど高収

益品目の農家モデルを検証し、担い手農家や新

規就農者の確保、育成に向けて、関係機関と連

携しながら積極的に取り組んでまいります。 

 地産地消と六次産業化の推進については、昨

年、遠野緑峰高校の野菜果樹研究班が漬物グラ

ンプリで見事最高賞を獲得するなど、遠野緑峰

高校生による地域課題への取り組みが、六次産

業化を進める上で大きな刺激となっております。 

 また、民間企業や農業者、地域住民とともに

取り組んでいる「ホップの里からビールの里」

事業は、地域おこし協力隊の新たな試みによっ

て、全国から注目を浴びており、また、任期終

了後も、隊員の約７割が引き続き遠野で就業し、

新しい動きが見え始めていることから、大きな

マンパワーとして各種施策の中で連携を深めて

まいります。 

 畜産振興については、遠野市畜産振興公社の

経営体の強化を進めながら、畜産クラスター計

画の策定により、肉用牛の増産、生産体系を確

立する取り組みを支援し、新規就農者や担い手

の確保に努めるとともに、馬事振興については

馬産体制と環境の充実に努めながら、観光、福

祉、教育分野ともかかわりを深め、交流人口の

拡大と馬事文化の伝承に努めてまいります。 

 有害鳥獣対策については、特にニホンジカに

よる農作物被害の低減のため、国や県の事業を

効果的に活用しながら、地域ぐるみの防除と駆

除、さらには近隣市町との連携を図りながら、

イノシシ対策も含めて広域での取り組みを強化

してまいります。 

 林業振興については、森林経営管理制度に基

づいて、土地所有者情報の管理や担い手を探す

取り組みを進め、全市町村に譲与される森林環

境譲与税については拡充が見込まれることから、

航空測量による森林の実態把握を進めるととも

に、計画的な森林整備について民間事業体と連

携して取り組んでまいります。 

 商工業の振興については、産学官連携による

新技術の活用と、市内企業の先端設備の導入な

ど生産性向上を促進していくほか、女性や外国

人技能実習生をはじめとした多様な人材の活躍

を推進し、特に、企業版ふるさと納税による奨

学金返還支援制度など若者の地元定着を促進し

てまいります。 
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 また、遠野東工業団地については、沿岸と内

陸を結ぶ大動脈である釜石自動車道の全通に伴

い、本市の物流拠点としての存在感がさらに増

していることから、世界戦略に基づくものづく

りの拠点として、令和２年度中の造成工事の完

了に向けて取り組んでまいります。 

 道の駅遠野風の丘については、道路ネット

ワークの広がりによって、道路利用者による

ニーズも多様化し、道の駅機能のさらなる充実、

強化が求められることから、時代の流れと利用

者目線に立った施設の大規模改修によって拠点

性を高め、人と情報が行き交い、物と心が通い

合う、活気に満ちあふれた施設を目指し、全国

モデル道の駅遠野風の丘としての魅力と存在感

を示してまいります。 

 中心市街地の活性化については、商工会等の

関係団体との連携によって、魅力ある中心市街

地の形成の取り組みを進めていくほか、遠野駅

舎や駅前周辺の再開発の検討を進め、また、新

たにこども本の森構想を具体化する旧三田屋の

整備活用等により、まちなかの回遊性を高め、

より魅力あるまちづくりに取り組んでまいりま

す。 

 宮守町においては、ｍｍ１を宮守町の活性化

の拠点に、関係機関、団体及び商店街と連携し

ながら、誘客イベントなどの取り組みを図って

まいります。 

 観光の振興については、東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会に合わせて訪日外

国人旅行客の大幅な増加が見込まれるほか、Ｊ

Ｒ東日本の周遊型臨時寝台列車、トランスイー

ト四季島の来遠も決定するなど、「遠野物語」

発刊110周年の節目に合わせるようにイベント

が重なり合うことから、市内観光関係団体との

連携によるオール遠野の力で、観光推進協議会

を中心に各種戦略を持ちながら、遠野の文化を

広く世界に発信してまいります。 

 定住対策については、首都圏や中京地区をは

じめとした全国の自治体間のネットワークを生

かしながら、「で・くらす遠野」の相談専用窓

口の設置など、拡充を視野に全国的なファンの

獲得を図りながら、交流人口と関係人口の拡大

のほか、さらなる移住・定住対策に取り組んで

まいります。 

 交流事業については、全国６市町村の友好都

市と、それぞれの特色を生かした魅力ある交流

事業を推進し、特に大府市とは、友好交流の締

結から10周年を迎えるため、市民レベルでの交

流をより一層進めてまいります。 

 国際交流の推進については、情報化、グロー

バル化の進展の中、国際的な視野と感覚を持ち、

世界を舞台に活躍できるような人材を育成する

ため、中高生のアメリカチャタヌーガ市への海

外派遣交流事業を継続するとともに、市内で就

業する外国人技能実習生をはじめとした地域で

生活する外国人を対象に、簡単な日本語や文化、

日常生活に必要な知識の学びを支援するなど、

遠野市教育文化振興財団をはじめとする関係機

関、団体と連携し、地域の国際化を推進してま

いります。 

 大綱４は、ふるさとの文化を育むまちづくり

であります。 

 教育行政の推進については、教育行政に関す

る施策等の実施に当たり、総合教育会議におい

て協議、調整を図りながら、各種施策を推進し

てまいります。 

 教育環境の整備については、土淵小学校屋内

運動場の大規模改修などを進めながら、常に児

童生徒が安心安全な教育環境で学習できるよう

に、適切な施設の維持管理に努めてまいります。 

 市内高校の魅力化については、両校と連携し

た取り組みを充実させるとともに、第２期遠野

スタイル創造・発展総合戦略に位置づけを行い、

市内中学生や保護者向けに地元高校の理解と魅

力を伝える取り組みを進めながら、新たに県外

入学者を確保できるよう取り組んでまいります。 

 また、岩手の高校教育を考える市町村長懇談

会で取りまとめた岩手の高校教育を考える提言

書に基づき、小規模校の存続や岩手県独自の少

人数学級の実現など、岩手モデルの構築に向け、

県下33の市町村長の総意として、国、県等に対

し、積極的な働きかけを行ってまいります。 
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 生涯学習の推進については、誰もが生涯にわ

たり学び続けられ、その成果を生かすことがで

きる社会の実現に向けて、民間の感覚やノウハ

ウを活用しながら、幅広い学習プログラムや多

様な研修会への参加の機会の提供により、市民

の学習機会の充実を図ってまいります。 

 ふるさとの文化の継承・創造については、

「ふりかえる・つなぐ・ひらく」を「遠野物

語」の発刊110周年のテーマに、特に、佐々木

喜善の縁で平成25年度から交流を続けている、

ドイツ・シュタイナウ市の市長をはじめ博物館

関係者が９月に来遠予定であることから、交流

記念展「日本のグリム佐々木喜善とグリム兄

弟」の開催など、遠野市独自の存在感と新たな

魅力を発信してまいります。 

 さらには、重要文化財千葉家住宅については、

若き日の今上天皇陛下と秋篠宮皇嗣殿下にも訪

れていただいた日本の宝であることから、この

宝を確実に100年後の未来に継承していくため、

令和９年の「南部氏遠野入部400年」を見通し、

復元工事を着実に進めてまいります。 

 大綱５は、みんなで考え支えあうまちづくり

であります。 

 住民主体のふるさとづくりについては、人口

減少と少子高齢化社会におけるさまざまな地域

課題を解決するため、小さな拠点による市民協

働の取り組みと住民自治のまちづくりの推進に

向けて、地区センターの指定管理者制度の導入

に着手することから、各地区センターの環境整

備について計画的な整備の検討を進めながら、

持続可能な社会の実現に向けて新たな体制の構

築に取り組んでまいります。 

 また、本市は昨年、日本郵便株式会社と包括

連携協定を締結していることから、郵便局が持

つ拠点性とネットワークの可能性にどのように

向き合うか、小さな拠点による地域づくりとの

連携を模索してまいります。 

 健全財政の堅持については、事務事業や負担

金、補助金の見直しを進めるとともに、市債の

発行額の抑制にも努めながら、成長、進化、好

循環が期待できる事業へ集中させることにより、

予算の最適化を図ってまいります。 

 第三セクターの改革については、特に遠野ふ

るさと公社の株式会社への移行を進め、新たな

体制でスタートを切ることにより、地域事業者

との関係構築を図りながら、地場産品の商品化

や販売を促進し、地域商社としてさらに成長す

るよう支援してまいります。 

 職員については、行政サービスの水準を低下

させることなく、行政事務の民間委託を行う包

括アウトソーシングの導入により、安定的な雇

用環境の確保と最適な業務執行体制を構築し、

さらなる市民サービスの向上やスリム化に努め

てまいります。働き方改革の推進によって、モ

チベーションの一層の向上や、ワーク・ライ

フ・バランスの実現を図りながら、地域活動な

どにおいて、住民の一人として役割を担えるよ

う職員の意識を高めてまいります。 

 人口減少への歯どめと、東京一極集中の是正、

さらには地方の個性と自律的で持続的な社会の

実現を目指した、まち・ひと・しごと創生法が

スタートしたのが、今から５年前であります。 

 地方創生を切り口に、全国の各自治体が知恵

を絞り、独自の人口ビジョンを掲げながら、そ

れぞれに個性ある総合戦略を打ち立て、地方の

活性化に向けた施策を展開してまいりました。

しかし、東京一極集中の是正の目標は、解消は

おろか増加へと転じております。 

 令和２年度から始まる第２期計画では、新た

な視点として「地方へのひと・資金の流れを強

化する」「民間と協働する」「地域経営の視点

で取り組む」など、本市が先駆けて取り組んで

きた内容も含め、６つの視点が重点に置かれて

おります。 

 第２期遠野スタイル創造・発展総合戦略の策

定によって、地方創生に吹く風をしっかりと受

けとめ、計画終了時には輝きを放てるよう努力

を続けていかなければなりません。その実現に

は新たな融合も大きな鍵となります。 

 新たな風を受けとめていくためには、従来の

仕組みに捉われず、次の10年、20年を見通して

変化していかなければなりませんが、そこには
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意識の壁を超えていく必要があります。 

 今からおよそ30年前、道の駅制度を提唱し、

我が国のあり方などについて積極的な提言活動

を行っている、国土学総合研究所長の大石久和

氏は、「我々の最大の思考欠如は、仕組み、

ルール、やり方、方法を変えることができない

ということなのだ。物や形あるものを変えるこ

とにちゅうちょがなく、むしろ喜び、尊ぶとい

う我々は、方法を変えることができないのであ

る。」と述べております。時代が大きく変化し、

少子高齢化、人口減少、情報化が進む中、仕組

みや方法を変えることにちゅうちょすることな

く、新たな社会に適応させていくことが求めら

れてまいります。 

 遠野市が誕生して15年。当時発刊された「遠

野風誌」には、次のような一文が掲載されてお

ります。 

 地方は古くから「方」といい、東西南北

の四方には方位神がいてその地を守った。

神の使者は「鳳」という風神で、どこへで

も自在に行って神意を伝えた。鳥は後に竜

に変わって「風」の字になったと言われる。

「風」を使った言葉には、風土・風景・風

合・風習・風格・風雅など、まさしく風趣

があり、遠野の「物深き所」を表すために

は「風誌」という言葉がふさわしい。ここ

には古代の人々が自然への畏怖と愛着を語

り、謡った世界が今なお息づき、常民とい

われた人々の野太い語りが神話の世界の高

みに昇華している。 

 この一文を改めて読み返し、令和の時代、20

20年を迎え、進化し続ける情報技術、ＡＩによ

る技術革新の流れ、さらには国際化、地球規模

での気象変動という時代の今にどう向き合い、

遠野の誇るべき自然、歴史、文化、風土といか

に調和を図りながら、避けて通れない人口減少、

少子高齢化の時代の流れに立ち向かうのか、発

想の転換と新たな仕組みづくりが問われており

ます。 

 半世紀にわたり、築き、育て、守り続けてき

た地域コミュニティーには、旧１町10カ村の、

「方」の個性、さらには風格とも言うべき特性

があります。 

 令和の時代の今、市内11地区がそれぞれに地

域を見出し、創造、発展していくためには、個

性と特性を生かした小さな拠点をつくり出し、

それぞれの拠点が融合することによって持続可

能な次の時代の遠野郷を築き、そして切りひら

く。その仕組みづくりにしっかりと取り組まな

ければなりません。 

 末来の遠野を担う人材が、過去をひもといた

とき、その時代の風誌をつづるにふさわしい歴

史の１ページとなるよう、小さな拠点による地

域づくりに取り組みを見出してまいります。 

 令和２年、2020年のことし、「遠野物語」発

刊110周年に合わせるように、独学で世界を牽

引する建築家となった安藤忠雄先生がこども本

の森構想を、ここ遠野に寄せていただきました。

安藤忠雄先生は、未来、そして将来を託す子ど

も達に本を読ませる活動を進めております。 

 将来の可能性や夢を携えた子どもたちが、本

を通じてさまざまな想像力を育み、遠野を支え、

岩手、日本を支え、さらには国際的に羽ばたく

人材を育てるため、東日本大震災の沿岸被災地

とも手を携えて、夢と希望を持つことができる

居場所と、その運用を形づくらなければなりま

せん。 

 「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生

まれ育つ」。令和の元号に込められた思いのよ

うに、令和の幕あけにふさわしい新たな文化を

形づくるため、それぞれの思いを融合させ、夢

のある施策の展開に積極果敢に取り組んでまい

ります。 

 以上、決意の一端を申し上げ、令和２年度に

おける私の施政方針演述といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時57分 休憩   

────────────────── 

   午前11時07分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

────────────────── 
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   日程第４ 教育長の教育行政推進の基本

方針   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第４、教育

長の教育行政推進の基本方針であります。菊池

教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  令和２年３月遠野市

議会定例会の開会に当たり、令和２年度の教育

行政推進の基本方針について申し述べます。 

 これからの変化の激しい社会を迎えるに当た

って、未来を担う子どもたちが身につけるべき

力は生きる力であります。すなわち確かな学力、

豊かな人間性、健康・体力の「知・徳・体」を

バランスよく育んでいくことが、これからの時

代を生き抜く子どもたちにとって必要不可欠で

あり、教育の果たす役割と責任は大変重要であ

ると認識しております。 

 遠野市総合計画の大綱４及び遠野市教育振興

基本計画の基本方針に沿って、令和２年度の主

要な施策の概要について申し上げます。 

 基本方針の第１は、ふるさと教育の推進、第

２は生涯学習の推進、そして第３は、ふるさと

の文化の継承・創造であります。 

 基本方針の第１、ふるさと教育の推進につい

てであります。 

 あすの遠野を担う児童生徒の学びの教育環境

の充実を図り、ふるさとに夢と誇りを持ち、郷

土を愛し支えていく人材の育成を図る教育の実

現を目指し、就学前教育の充実と学校教育の充

実に取り組んでまいります。 

 まず、就学前教育の充実については、人間と

してよりよく生きるための基礎が培われる大切

な時期であることから、自立心を育て、人との

かかわりを大切にし、健康な体づくりや探求心

の育成、言葉や表現などを育む教育を推進して

まいります。特に、保育所保育指針、幼稚園教

育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要

領のもと、子どもの発達に合わせて、家庭や地

域と連携し、計画的で独自性のある教育課程と

保育を推進してまいります。 

 発達におくれのある、またはおくれの疑いの

ある児童など、支援が必要な児童やその保護者

への支援体制の充実を図るため、療育教室、幼

児ことばの教室、臨床心理士による出張心理相

談等の療育支援事業を実施するとともに、療育

支援を必要とする幼児が小学校へ就学する際の

円滑な接続についても、関係機関等との連携を

強化し取り組んでまいります。 

 次に、学校教育の充実については、児童生徒

の学習意欲を高め、子どもの個性を生かした質

の高い教育の提供を目指し、児童生徒が安全で

安心な学校生活を送るため、教育内容の充実、

教育環境の充実、学校給食の充実を推進すると

ともに、学校と家庭、地域社会との連携に努め

てまいります。 

 まず、学校教育の充実の第１、教育内容の充

実についてであります。 

 令和２年度は、小学校において新学習指導要

領が全面実施となる年であり、県においては昨

年度、いわて県民計画及び岩手県教育振興計画

を定めております。本市においてはこれらを踏

まえ、５つの重点を定め、教育内容の充実に努

めてまいります。 

 重点の１つ目は、学校経営の質的向上であり

ます。 

 学校長のリーダーシップのもと、岩手の復興

教育やキャリア教育の充実を図り、ふるさと遠

野や日本、世界の発展に貢献する人材の育成を

図ってまいります。また、教職員、保護者、地

域が各学校で定める、まなびフェストの内容を

共有し、協働して実践することにより学校経営

の充実を図ってまいります。 

 さらに、校内外の研修を活用し、各学校の実

態を踏まえて、組織的で継続的な課題解決のた

めの取り組みを進めるとともに、授業力や学級

経営力などの実践的指導力を高める人材育成を

推進し、保護者や地域の人材及び地域資源を積

極的に活用することにより、学校経営の質的向

上に結びつけてまいります。 

 重点の２つ目は、確かな学力の育成でありま

す。 

 義務教育９年間を見通した、学びの連続性を
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重視した中学校区単位における小中連携による

学力向上の取り組みも７年目を迎え、日常実践

として定着しつつあり、遠野市まちづくり指標

として掲げている全国標準学力検査の結果にお

いても、着実に成果があらわれております。児

童生徒が主役となる授業改善のもと、さらなる

学力の向上が図られるよう、遠野市教育研究所

における研究推進活動の充実に努めてまいりま

す。 

 また、実用英語検定を活用した英語力向上事

業の推進、あるいは数学における特定教科支援

員の中学校配置など、特定教科集中対策事業を

継続することにより、各種学力調査から明らか

となった課題に対応してまいります。加えて、

令和２年度から小学校における外国語の教科化

が本実施となることを踏まえ、外国語指導助手

の３名体制の継続により、子ども達がより生き

た英語に触れることができる機会を保障してま

いります。 

 重点の３つ目は、豊かな人間性の育成であり

ます。 

 遠野市わらすっこ条例に掲げる理念のもと、

人権を尊重する心の育成、また、「特別の教科

 道徳」を要とした道徳教育や、復興教育を中

心とした自他の生命を大切にする心の育成など、

学校行事における体験活動、読書活動など、あ

らゆる教育活動を通じて豊かな心を育む教育を

推進してまいります。 

 令和・南部藩寺子屋交流事業においては、八

戸市との児童交流を継続し、児童が歴史的つな

がりを肌で感じ、郷土の歴史や文化、自然のよ

さを学ぶ機会となるよう取り組んでまいります。 

 不登校やいじめなどの生徒指導上の問題につ

いては、各学校の教育相談体制や指導体制への

支援を行うとともに、教育相談員やスクールカ

ウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の

専門家の積極的な活用を促しながら、児童生徒

個々の課題に寄り添い、解決に導いてまいりま

す。 

 特に不登校対策では、適応指導教室を引き続

き開設し、児童生徒の段階的な学校復帰に向け

た支援に取り組んでまいります。 

 また、いじめ問題では、各校における校内研

修の充実を支援するとともに、子どもたちが主

体となった、いじめを未然に防止するための活

動の取り組みを推進し、各学校におけるいじめ

の積極的な認知による早期発見、適切な対応を

支援してまいります。 

 重点の４つ目は、健やかな体の育成でありま

す。 

 当市の子どもたちは、全国と比較して、永久

歯の虫歯の率が高いという課題が見られていま

す。この課題の改善に向けて、岩手県、遠野歯

科医師会、遠野市医師会の指導のもと、ことし

の１月より、市内の全ての小中学校においてフ

ッ化物洗口の取り組みを開始しました。新たに

始まったこの取り組みを含め、今後とも子ども

たちの健やかな成長のため支援してまいります。 

 また、今年度、見直しをした遠野市における

部活動の基本方針にのっとり、部活動の果たす

機能を大切にしながら、子どもたちが健康を損

なうことなく、心身の健全な発達に資する活動

となるよう支援してまいりますし、各校への部

活動指導員配置により、部活動指導が充実する

よう、指導員の増員及び研修等に努めてまいり

ます。 

 重点の５つ目は、特別支援教育の充実であり

ます。 

 就学前から卒業までの一貫した支援の充実を

図るために、幼保、小学校、中学校をつなぐ、

サポートファイルすてっぷの活用を図るなど、

子ども達と保護者が安心できる環境を整えるた

め、学校との連携を充実してまいります。 

 また、通常学級に在籍する個別の支援が必要

な児童生徒への対応のため、特別支援教育支援

員を引き続き配置するとともに、その支援員を

対象とした研修会を計画的に実施し、児童生徒

が適切な支援を受けられる環境を整えてまいり

ます。 

 さらには、聞こえの障がいがある児童への指

導環境の充実を図るとともに、言葉の障がいが

ある児童への発音指導等による改善を図るため、
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ことばの教室の設置及び講師による巡回指導を

継続してまいります。 

 学校教育の充実の第２、教育環境の充実につ

いてであります。 

 市内小中学校への電子黒板の整備など、教育

を支える学習環境の向上を継続するとともに、

来るべきソサエティー5.0時代に対応するため、

国のＧＩＧＡスクール構想に対応し、小中学校

の高速大容量のネットワーク環境整備と、児童

生徒の学習用ＩＣＴ機器の設置を推進いたしま

す。 

 通学対策については、スクールバスの安全か

つ効率的な運行に努めるとともに、老朽化した

スクールバスについては順次更新を行い、通学

時の児童生徒の安全確保を図ってまいります。 

 台風や大雪などの災害に対しては、防災関係

機関と連携し、気象情報などの災害情報の収集

に努め、学校との連絡を密にするとともに、タ

イムラインに基づいた休校措置や登下校におけ

る安全対策等の措置を講じ、児童生徒の安全対

策に万全を期して対応してまいります。 

 経済的理由により就学が難しい児童生徒の保

護者に対する支援として行う就学援助について

は、令和２年度における国の要保護児童生徒就

学援助費補助金の基準に準じて、新入学児童生

徒学用品費、校外活動費、クラブ活動費などの

支給対象費目の単価の見直しを行い、保護者の

経済的負担の軽減を図ってまいります。 

 奨学金制度については、引き続き、経済的事

由により修学が困難である優秀な学生への学資

の貸与により、有能な人材の育成に努めてまい

ります。 

 教職員の業務負担の軽減については、引き続

き、教職員多忙・負担軽減対策検討会議により、

改善策の検討と運用を進めてまいります。 

 学校教育の充実の第３、学校給食の充実につ

いてであります。 

 成長期にある児童生徒の心身の健全な発達の

ため、栄養バランスのとれたおいしい給食を提

供し、健康増進を図るとともに、発達段階に応

じて食生活に対する正しい理解と望ましい食習

慣や、食に関わる人々への感謝への心を育むよ

う取り組んでまいります。 

 児童生徒が学校給食を通して生きる力を育む

食育の推進と、学校給食を支える人たちを交え、

郷土の食文化や地域の農産物への理解を深める

交流すまいる給食を引き続き実施するとともに、

栄養教諭との連携のもと、学校教育全体で食に

関する指導等の一層の推進を図ってまいります。 

 学校給食センターは開設から８年を迎えます

が、高度な衛生管理システム、充実した調理設

備のもと、学校給食のさらなる品質向上のため、

調理・配送業務委託業者及び食材納入業者との

連携を十分に図りながら、安全衛生管理を徹底

してまいります。 

 学校教育の充実の第４、学校と家庭、地域と

の連携の充実についてであります。 

 児童生徒の総合的学習時間を活用し、地域の

郷土芸能や伝承活動をはじめ、郷土の歴史や文

化等について地域の有識者から学ぶ特色ある学

校づくり事業や、親子で参加する森林愛護活動

など、学校、家庭及び地域の方々との連携のも

と、子ども達の郷土愛を育んでまいります。 

 基本方針の第２、生涯学習の推進についてで

あります。 

 市民一人ひとりが自ら学ぶことができる社会

を目指し、近隣の関係施設、機関や市内関係機

関、団体と連携し、生涯学習を推進してまいり

ます。 

 広く市民を対象にした講座等を開催するなど

市民の学ぶ機会を保障するとともに、市民の文

化芸術活動を支援し、豊かな人間性、創造力、

感性を備えた人材の育成に取り組みます。 

 ＰＴＡや地域教育協議会の構成員等を対象に

家庭教育講演会や家庭教育ゼミナール等を開催

し、家庭教育力と地域の教育力向上を図るとと

もに、地域と学校が連携、協働し、幅広く地域

住民と保護者の参画により地域全体で子どもた

ちの成長を支え、その地域でしか学習できない

経験を通した学校づくりの仕組みとして、学校

運営協議会の設置に向けた取り組みを進めてま

いります。 
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大会の視覚障がい者５人制サッカーブラジル代

表チームの事前合宿における子どもたちとの交

流は、異文化と触れ合い、共生社会の形成に向

けた貴重な体験を得ることができ、ことしの再

会に大きな期待を寄せているところであり、さ

らに充実した交流の機会が得られるよう取り組

んでまいります。 

 基本方針の第３、ふるさとの文化の継承・創

造についてであります。 

 遠野の文化を物語る指定、無指定の文化財を

保護し、魅力的な地域をつくっていくため、遠

野遺産認定制度を推進します。 

 遠野は民俗芸能の宝庫であり、それが文化的

な土壌をつくり、地域コミュニティーの強化の

一翼を担っていることから、引き続き民俗芸能

の伝承活動を支援してまいります。 

 図書館活動の推進については、児童館、学校、

福祉施設等への図書の貸し出し、図書館教室、

職場体験の受け入れによる社会教育の充実、視

聴覚教育を通じた読書の推進を各機関と連携し、

図書館活動の充実に努めます。 

 こども本の森構想については、脈々と伝承さ

れてきた遠野の古きよき文化を土台として、次

の時代をつくる子どもたちの想像力を養い、情

操教育の向上が期待されており、遠野だからこ

そできる新たな子どもの学びの環境整備に向け

た取り組みを進めてまいります。 

 博物館活動の推進については、令和２年は

「遠野物語」が発刊されてから110周年の節目

の年となることから、２つの記念展を開催し、

「遠野物語」と遠野の歴史、文化について市内

外に向けた情報発信に努めます。 

 以上、令和２年度の教育行政推進に関する基

本的方向と主要な施策の概要について申し述べ

ました。 

 本市の学校教育目標である「知・徳・体のバ

ランスのとれた人間形成、ふるさと遠野や日本、

世界の発展に貢献する人材の育成」の実現のた

め、遠野だからできる教育、やるべき教育を着

実に進め、子ども達の豊かな成長を支えてまい

ります。 

 未来を担う子どもたちのため、学校、家庭、

地域の意思を的確に反映しつつ、本市の教育振

興基本計画に掲げる基本理念「ふるさとの文化

を生かし、「夢」と「誇り」を育む学びのまち

づくり」を進めてまいります。 

 議員各位並びに市民の皆様の御理解と御協力

を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

────────────────── 

   日程第５ 議案第１号遠野市森林環境譲

与税基金条例の制定についてから、 

   日程第31 議案第27号令和２年度遠野市

下水道事業会計予算まで。   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第５、議案

第１号遠野市森林環境譲与税基金条例の制定に

ついてから、日程第31、議案第27号令和２年度

遠野市下水道事業会計予算までの27件を一括議

題といたします。 

 各案件について、提出者の説明を求めます。

飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 

○副市長（飛内雅之君）  命によりまして、令

和２年３月遠野市議会定例会に提出いたしまし

た議案の提案理由を御説明いたします。 

 議案第１号遠野市森林環境譲与税基金条例の

制定については、林業に携わる人材の育成及び

担い手の確保並びに間伐木材利用の促進、普及

啓発等森林整備を目的に、新たに遠野市森林環

境譲与税基金を設置しようとするものでありま

す。 

 次に、議案第２号遠野市民センター条例の一

部を改正する条例の制定については、国体記念

公園市民サッカー場Ｂ面の使用料及び利用料金

の額を改定しようとするものであります。 

 次に、議案第３号令和元年度遠野市一般会計

補正予算（第６号）については、第１条歳入歳

出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ2,514万3,000円を追加し、予算の総

額を歳入歳出それぞれ197億3,196万9,000円と

しようとするものであります。 

 今回の補正予算の主な内容は、地方創生拠点
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整備交付金を活用した道の駅遠野風の丘改修工

事に係る経費や、土淵小学校屋内運動場大規模

改造に係る経費など国の補正予算に伴う事業費

を計上するほか、国・県等補助事業内示に伴う

事業費の調整など、補正予算（第５号）編成後

に発生した、緊急かつ臨時的な経費について補

正しようとするものであります。 

 第２条継続費の補正は、重要文化財千葉家住

宅整備事業費に係る年割額の変更を、第３条繰

越明許費の補正は、庁舎等財産管理費など21事

業の追加を、第４条地方債の補正は、２事業の

追加、２事業の廃止、10事業の負債限度額の変

更をしようとするものであります。 

 次に、議案第４号令和元年度遠野市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）については、

第１条歳入歳出予算の補正は、事業勘定の歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,775万7,0

00円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

31億7,356万7,000円に、直営診療施設勘定の歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ230万3,

000円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞ

れ9,430万4,000円としようとするものでありま

す。 

 第２条債務負担行為は、令和２年４月１日か

らの業務委託契約等に係る債務負担行為を定め

ようとするものであります。 

 次に、議案第５号令和元年度遠野市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）については、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,30

2万1,000円を減額し、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３億4,046万1,000円としようとするもの

であります。 

 次に、議案第６号令和元年度遠野市介護保険

特別会計補正予算（第２号）については、第１

条歳入歳出予算の補正は、保険事業勘定の歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ144万3,0

00円を減額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ

36億8,604万6,000円に、介護サービス事業勘定

の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7,00

0円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ1,

404万3,000円としようとするものであります。 

 第２条債務負担行為は、令和２年４月１日か

らの業務委託契約等に係る債務負担行為を定め

ようとするものであります。 

 次に、議案第７号令和元年度遠野市ケーブル

テレビ事業特別会計補正予算（第２号）につい

ては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ1,545万3,000円を減額し、予算の総額を歳入

歳出それぞれ４億8,813万3,000円としようとす

るものであります。 

 次に、議案第８号令和元年度遠野市水道事業

会計補正予算（第２号）については、収益的収

入及び支出、資本的収入及び支出、企業債、議

会の議決を経なければ流用することができない

経費、他会計からの補助金に係る補正をしよう

とするほか、債務負担行為をすることができる

事項、期間及び限度額を定めようとするもので

あります。 

 次に、議案第９号令和元年度遠野市下水道事

業会計補正予算（第２号）については、収益的

収入及び支出、資本的収入及び支出、債務負担

行為、企業債、議会の議決を経なければ流用す

ることができない経費、他会計からの補助金に

係る補正をしようとするものであります。 

 次に、議案第10号遠野市簡易水道事業を遠野

市水道事業に統合することに伴う関係条例の整

備に関する条例の制定については、簡易水道事

業統合計画に基づき、簡易水道事業を水道事業

に統合しようとするものであります。 

 次に、議案第11号遠野市職員の服務の宣誓に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、会計年度任用職員の服務宣誓に係る規定

を追加しようとするものであります。 

 次に、議案第12号遠野市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例の制定については、道路

法施行令の一部改正に伴い、道路の占用料の額

を改定しようとするものであります。 

 次に、議案第13号遠野市営住宅条例及び遠野

市営特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条

例の制定については、市営住宅及び市営特定公

共賃貸住宅に係る指定管理者の指定の手続、管

理の基準、業務の範囲等を規定する改正等をし
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ようとするものであります。 

 次に、議案第14号遠野市コミュニティ消防セ

ンター条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、新たに遠野市宿・湯屋地区コミュニティ

消防センターを設置しようとするものでありま

す。 

 次に、議案第15号遠野市営牧野条例の一部を

改正する条例の制定については、市営牧野の指

定管理料の平準化を図るため、市営牧野の使用

料及び利用料金の額を改定しようとするもので

あります。 

 次に、議案第16号遠野市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定については、児童

福祉法等の一部改正等に伴い、所要の改正をし

ようとするものであります。 

 次に、議案第17号遠野市景観資源の保全と再

生可能エネルギーの活用との調和に関する条例

の一部を改正する条例の制定については、再生

可能エネルギーに関する事業に起因する災害の

発生を抑止するため、当該事業の実施に係る手

続等の改正をしようとするものであります。 

 次に、議案第18号辺地に係る公共的施設の総

合的な整備に関する財政上の計画の策定及び変

更については、附馬牛町中滝辺地及び宮守町中

斎辺地に係る総合整備計画を定めるとともに、

宮守町迷岡辺地に係る総合整備計画を変更しよ

うとするものであります。 

 次に、議案第19号市道路線の廃止については、

県道への編入及び公共の用に供していない路線

の見直しに伴い、当該市道路線を廃止しようと

するものであります。 

 次に、議案第20号令和２年度遠野市一般会計

予算については、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ172億5,000万円としようとするもの

であります。 

 令和２年度は、第２次遠野市総合計画前期基

本計画の最終年度に当たることから、前期基本

計画事業の総点検と再構築を図り、小さな拠点

を中心とした人づくり、地域づくり、第２次遠

野わらすっこプランを基本とした子育て支援、

誰もが地域の担い手として活躍する健康づくり

の３つの重要施策を確実に実行するとともに、

東京オリンピック・パラリンピックを契機とし

た共生社会の実現に取り組むため、「支え合い、

新たな時代を拓く予算」と位置づけ、新規28事

業を含む356事業の編成内容となっております。

また、継続費、債務負担行為、地方債、一時借

入金、歳出予算の流用について定めようとする

ものであります。 

 次に、議案第21号令和２年度遠野市国民健康

保険特別会計予算については、事業勘定の歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ31億4,415

万5,000円とし、直営診療施設勘定の歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ9,040万7,000円

としようとするものであります。また、歳出予

算の流用について定めようとするものでありま

す。 

 次に、議案第22号令和２年度遠野市後期高齢

者医療特別会計予算については、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億4,054万1,000円

としようとするものであります。また、歳出予

算の流用について定めようとするものでありま

す。 

 次に、議案第23号令和２年度遠野市介護保険

特別会計予算については、保険事業勘定の歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億5,954

万円とし、介護サービス事業勘定の歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ1,420万3,000円と

しようとするものであります。また、歳出予算

の流用について定めようとするものであります。 

 次に、議案第24号令和２年度遠野市ケーブル

テレビ事業特別会計予算については、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ５億221万4,000

円としようとするものであります。 

 次に、議案第25号令和２年度遠野市遠野東工

業団地整備事業特別会計予算については、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ23億3,144

万5,000円としようとするものであります。 

 次に、議案第26号令和２年度遠野市水道事業

会計予算については、収益的収入及び支出の予

定額では、収入の各款の合計額を７億9,008万8,
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000円、支出の各款の合計額を７億5,102万8,00

0円に、資本的収入及び支出の予定額では、収

入の合計額を５億6,766万2,000円、支出の合計

額を９億8,874万8,000円としようとするもので

あります。また、企業債、一時借入金、議会の

議決を経なければ流用することのできない経費、

他会計からの補助金、棚卸資産購入限度額につ

いて定めようとするものであります。 

 次に、議案第27号令和２年度遠野市下水道事

業会計予算については、収益的収入及び支出の

予定額では、収入の各款の合計額を７億6,147

万6,000円、支出の各款の合計額を７億6,247万

6,000円に、資本的収入及び支出の予定額では、

収入の各款の合計額を３億642万4,000円、支出

の各款の合計額を４億9,710万8,000円としよう

とするものであります。また、債務負担行為、

企業債、一時借入金、予定支出の各項の経費の

金額の流用、議会の議決を経なければ流用する

ことのできない経費、他会計からの補助金につ

いて定めようとするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

────────────────── 

   予算等審査特別委員会の設置   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第１号から議

案第27号までの27件については、質疑を省略し、

議長を除く17人の委員をもって構成する予算等

審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審

査いたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第１号から議案第27号までの27件

については、質疑を省略し、議長を除く17人の

委員をもって構成する予算等審査特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することに決し

ました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました

予算等審査特別委員会の委員の選任については、

委員会条例第５条第１項の規定により、議長を

除く全議員を指名いたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしましたとおり、議

長を除く全議員を予算等審査特別委員に選任す

ることに決しました。 

 なお、予算等審査特別委員会は、正副委員長

互選のため、本日、会議終了後、中会議室にこ

れを招集いたします。改めて招集状を差し上げ

ませんので、御了承願います。 

────────────────── 

   休会の議決   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。２

月26日から３月１日までの５日間は、常任委員

会調査及び議案調査等のため、休会いたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、２月26日から３月１日までの５日間は、

休会することに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。御苦労さま

でした。 

   午前11時45分 散会   
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